
学校給食における地産地消
について

学校給食課



学校給食の目標（学校給食法第２条）

①適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図ること

➁日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営
むことができる判断力を培い、及び望ましい食習慣を養うこと

③学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと

④食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての理解を
深め、生命及び自然を尊重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を
養うこと

⑤食生活が食にかかわる人々の様々な活動に支えられていることについ
ての理 解を深め、勤労を重んずる態度を養うこと

⑥我が国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深めること

⑦食料の生産、流通及び消費について、正しい理解に導くこと

学校給食は、「学校給食法」に基づき「児童生徒の心身の健全な発達に資する
もの」、かつ、「児童及び生徒の食に関する正しい理解と適切な判断力を養う
上で重要な役割を果たすものであること」を目的として、教育活動の一環とし
て行われています。



島田市の学校給食提供人数
 中部学校給食センター

☆小学校 ９校（島一小、島二小、島三小、島四小、島五小、大津小、金谷小、

五和小、川根小）

☆中学校 ４校（島一中、島二中、金谷中、川根中）

合計 5,100食

 南部学校給食センター

☆小学校 ４校（六合小、六合東小、初倉小、初倉南小）

☆中学校 ２校（六合中、初倉中）

合計 2,700食

 アレルギー食提供人数（鶏卵・乳・えび・かに・いか・たこの６品目の除去食提供）

中部学校給食センター 28名

南部学校給食センター 12名 合計 40名



島田市の学校給食費

小学生 274円 月額4,558円

中学生 327円 月額5,440円

小学校教職員 296円 月額4,924円

中学校教職員 352円 月額5,856円

基本は11カ月徴収

今年度は、賄材料費の物価高騰分に対して、国の物
価高騰重点支援臨時交付金を一食あたり小学生には
22円、中学生25円を活用して対応しています。



学校給食の栄養について
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 学校給食摂取基準に基づいて考えています。



学校給食献立年間計画及び
給食時間における年間指導計画

※別添１・２参照



学校給食の残量の推移
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学校給食残量の推移
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平均

目標ライン

令和５年度 小学校平均 7.76％ 中学校平均 6.17％
全体平均 7.17％



２．学校給食における地産地消の取組について

地産地消の取組について期待する効果

 地場産物を学校給食に活用し、食に関する指導の「生きた教材」
として用いることにより、子供がより身近に、実感を持って地域
の自然、食文化、産業等について理解を深め、食料の生産、流通
に当たる人々に対する感謝の気持ちを育むこと。

 地域の生産者等の学校給食をはじめとする学校教育に対する理解
が深まることにより、学校と地域との連携・協力関係の構築にも
寄与すること。

 流通に要するエネルギーや経費の節減、包装の簡素化等により、
環境保護に貢献すること。



３．島田市の学校給食における地産地消の取組

（１）体制の整備

①平成17年島田市学校給食地産地消推進連絡会設立

地場産物の生産者から調理場への直接納品を開始。

生産者と児童生徒との交流

②平成27年５つの調理場から２つの給食センターとなる。

統一献立で、３献立（中部２献立・南部１献立）

別添 ３



（２）地場産物の統計推移
＊学校給食で使用した農産物における割合

島 田 産
品目数

島田産品
目数割合

島田産重量
島田産重
量割合

島田産金額
島田産金
額割合

H17 33品 44.6％ 20,351kg 11.1％

H22 42品 47.2％ 116,209kg 38.9％

H26 35品 44.9％ 104,384kg 37.0％

H27 26品 40.0％ 101,841kg 37.4％

R2 19品 37.3％ 93,936kg 40.8％ 60,317,726円 56.2％

R5 20品 37.0％ 91,614kg 37.9％ 57,665,999円 48.3％

別添４・５に詳細が掲載されていま
す。



（３）地場産物の活用

①地場産物年間計画表に基づき、地場産物を積極的に献立に
取り入れています。



（３）地場産物の活用

②「地場産物を使った料理＋具だくさん島田汁」を組合せた献立を
「おしまちゃんランチ 」と名づけ、毎月１回提供していま
す。

（例）うめごはん（米）
牛乳
おしまちゃんコロッケ
こまつなのアーモンド和え（小松菜）
具だくさんしまだ汁（葉ねぎ・しいたけ・味噌）



４．食育活動

（１）毎月の給食カレンダーによる地場産物の啓発

・地場産物が分かるように太字斜線にして保護者に配布します。



（２）学校の給食時間に放送する資料（らんちたいむ）

・毎日喫食している給食内容の紹介をします。児童生徒、教職員
に喫食後の感想を記入していただきます。



（３）児童生徒の作成献立の取り入れ

児童生徒が作成した献立を学校給食に取り入れていま
す。



（４） ふるさと給食週間（6月）及び学校給
食週間（1月）における生産者の学校訪問

・給食時間に、生産者が学校を訪問し、児童生徒に生産に係る工夫や
やりがいなどについて話をします。



（５）とうもろこしの皮むき体験

・学校給食で使用するとうもろこしの皮むきを授業で児童が体験し、

翌日それを給食で喫食します。



（６）生産者の紹介動画

・コロナ禍で生産者の学校訪
問が減少したため、生産者の紹
介動画を製作し、食育授業等で
使用、またホームページに掲載
し、市民にも公開しています。



（７）夏休み親子料理教室・夏休み学校給食センター
施設見学会の開催

・市内小学生の親子を対象とし、学校給食の献立を調理する親子料
理教室や学校給食センター見学会を開催しています。



５．地場産物活用の効果

(1)生産・供給側

 安定的に決まった価格で販売できる。

 梱包にかかる資材、賃金、手間を省く形で流通できる。

 学校給食や食育活動を通じた、子供たちとの交流による生産
意欲の向上。

(2)学校給食側

 新鮮で安全な物を提供することができる。

 生産者の顔が見えるため、安心して食材が利用できる

 梱包資材や流通コストを削減することができ、環境にも配慮
できる。



５．地場産物活用の効果

⑶児童生徒

 生産者の顔の見える食材、安心安全で新鮮な食材を食べるこ
とができる。

 生産者や食材、それらに係る人達への感謝の気持ちが育まれ
る。

 地域の自然や農業を理解し、地域への愛着をもつことができ
る。

 食への興味が生まれ、食の選択を学ぶことができる。


